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 施術箇所・測

対象：腰痛を自覚する男女10名
• 左右腸骨

男性5名 / 女性5名 (49 7 9 4歳)
• 左右腸骨
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医学倫理への配慮医学倫理への配慮

 ヘルシンキ宣言 (1964採択 ’08修正 ’04追加)準拠 ヘルシンキ宣言 (1964採択, ’08修正, ’04追加)準拠

 インフォームド・コンセントは検査前に実施 インフォームド・コンセントは検査前に実施
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施術により 施術に施術により 施術に施術により
腰部の筋緊張が軽減した 被験者がリラ腰部の筋緊張が軽減した 被験者がリラ

法施術による痛みの軽減効果検証法施術による痛みの軽減効果検証法施術による痛みの軽減効果検証法施術による痛みの軽減効果検証
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4 医療法人社団盛心会 タカラクリニック4 医療法人社団盛心会 タカラクリニック

筋緩消法とは筋緩消法とは (坂戸, 2011)( )
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患部組織 状態

立位もしくは座位で施術部位に手を当て、
側屈等の運動を行うは、患部組織の状態 側屈等の運動を行うは、患部組織の状態

かな • 腰背部（外腹斜筋 内腹斜筋 腹横筋）の筋肉につかない (坪内 1997) • 腰背部（外腹斜筋・内腹斜筋・腹横筋）の筋肉に、つかない (坪内, 1997)

方針 決定が困難 緊張状態と弛緩状態を交互に付与し方針の決定が困難 緊張状態と弛緩状態を交互に付与し
ながら 狭い範囲に圧力をかける

方針の決定が困難

りがち ながら、狭い範囲に圧力をかけるりがち 、狭 範囲 を
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り

痛 の対処が必要 ⇒過緊張を解消痛への対処が必要 過緊張を解消痛 の対処が必要

測定項目測定項目

測定箇所 筋硬度測定箇所  筋硬度

骨稜を結んだ線上の右側

筋硬度

筋弾性計 ※を骨稜を結んだ線上の右側 • 筋弾性計PEK-1※を
施術

筋弾性計PEK 1 を
用いて筋肉の固さ施術 用いて筋肉の固さ
を測定を測定

※ 弾性が異なる2つのばねの収縮具※ 弾性が異なる2つのばねの収縮具
合の差を用いて、組織の固さを測定合の差を用いて、組織の固さを測定
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LF/HF (自律神経系の活動バランス)
筋硬度測定 施 術

LF/HF (自律神経系の活動バランス)
筋硬度測定 施 術

 尿検査
筋硬度測定 施 術

 尿検査

抗酸尿中8-OH-dG (抗酸化マーカー)尿中8 OH dG (抗酸化マ カ )

 血液検査 血液検査

セロトニンセロト ン

施術前 施術後施術前 施術後 施術前 施術後施術前 施術後
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施術前 施術後
血中セロトニン濃度が上昇

9 p = 0 027*
血中セロトニン濃度が上昇

9 p = 0.027
 脳内セロトニンが不足すると うつ病 脳内セロトニンが不足すると，うつ病

等 精神障害 クが高まる等の精神障害のリスクが高まる。等の精神障害のリスクが高まる。

考Ö 考察Ö 考察

HF 施術により筋硬度が低下HF 施術により筋硬度が低下

はな ながらも低 ⇒腰部筋緊張が軽減はないながらも低下 ⇒腰部筋緊張が軽減はないながらも低下

下 施術により副交感神経優位の状態に下

ながらも低
施術により副交感神経優位の状態に

いながらも低下 施術により血中セロトニン濃度が上昇いながらも低下 施術により血中セロトニン濃度が上昇
の状態へ ⇒精神的に安定したの状態へ ⇒精神的に安定した。

により 筋緩消法はにより 筋緩消法は
ラックスした 腰痛に対して有効である可能性ラックスした 腰痛に対して有効である可能性
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